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研究ノート 侏I)怨�b�

（食育実践 事例報告） �+(ﾛ雲�ﾙ��

なし　　　　あり

充分なデータ

図1論文の種別の模式図

「研究ノート」は、原著論文のミニ版ではない。原

著論文と同様のNeuesは無くてはならない。ただ、

事例を集めきれなかっただけである。

逆に、充分なデータはあるが、Neuesに欠けるもの

は「調査報告」となる。

食育実践事例報告

日本食育学会誌には、記事として「食育実践事例報

告」がある。これは何なのであろうか。最も特徴的な

ことは、審査が無い点である。原著論文、研究ノート、

調査報告は、掲載の可否を判定する審査がある。査読

付き論文といわれる所以である。これに対して、食育

実践事例報告は審査が存在しない。査読付き論文では

ない。一種の読み物である。

なぜ、このような記事を設けているのか。それは、

査読付き論文にはならない、すなわちNeuesがない

ものでも、報告する価値がある記事が多いと考えてい

るからである。食青の現場で日常的に起こった出来事

を報告すると、他の現場の人に役立つことが多々ある。

このような現場の出来事の報告の場として食育実践事

例報告は役立つ。大学などの研究機関では少ないと思

うが、小学校などの教育機関では該当するケースも多

いだろう。積極的な投稿を期待したい。

2．3　研究倫理の確認

投稿規程13には、ヒトを対照とした研究では、研

究倫理を遵守しなければならないとし、その証のため

に、所属機関に設置されている研究倫理審査委員会の

議を経なければならないとしている。現在、大学をは

じめとしてほとんどの研究機関には研究倫理審査委員

会が設置されていよう。研究を開始する前に当該の委

員会に申請することが必要である。研究を終了した後

では、審査が受けられないとしている機関が多い。各

機関に設置されている研究倫理審査委員会では、次の

ような内容が審査されていなければならない。

・研究を行う前に、被験者に内容を説明し理解して

もらう。

・参加するかどうかは、自由意思で、研究途中でも

いつでも取りやめることができる。

・参加しない場合でも、一切の不利益を受けない。

・得られたデータは、統計的に処理することで、個

人が特定できないようにする。
・被験者が、児童など、判断が難しい場合は、保護

者に同様の説明を行い、了解を得る。
・これらの承認は、被験者より文書で確認する。

などである。

2．4　利益相反の確認

企業や団体が関わる研究では、利益相反に注意する。

すなわち企業や団体から研究費等の便宜を受けている

場合は、その旨、明記する。発表する研究に直凄関係

しなくても、一連の研究が企業・団体からの研究費で

賄われている場合は、その旨、明記することが望まし

い。

日本食育学会誌では、近い将来、投稿規程に利益相

反に関わる事項を明示する予定である。

2．5　著者の確認

投稿規程12にあるとおり、論文の著者は、研究の

内容に責任を持つ者である。よく指導教員が連名の最

後に名を連ねるが、名を連ねるならば、きちんとその

論文内容を指導しなければならない。論文の精査もし

ないで共同研究者に名を連ねることがあってはならな

い。

逆に、ただ実験や調査の手伝いをしただけの者は、

著者にはならない。謝辞ですませることである。

まれに論文審査の途中で、著者の変更を申し出る

ケースがあるが論外である。論文をいったん取り下げ、

再投稿すべきである。

筆頭著者は、その研究を発想した者である。すなわ

ち論文のNeuesを発想した者である。したがって、

論文賞の受賞に当たって表彰されるのは、筆頭著者で

ある。食育学会では、著者全てが会員であることは求

めていない。しかし、投稿者には会員資格を求めてい

るのは、このためである。

ちなみに、論文を見つけた他の研究者からの別刷り

の請求も筆頭著者あてに行われる。

2．6　英文校閲

日本食育学会誌では、原著論文に限らず全ての論文

に英文要旨が必要である。この英文のチェックは編集

委員会では行わない。著者の責任で誤りの無いものに

しなければならない。日本食育学会では、専門の校閲

会社を紹介しているので利用することが望ましい。も

4　　　日本食育学会誌　第12巻第1号／平成30（2018）年1月
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3．4　要約

要約は、論文の要約であって、結果の要約ではない。

英文要旨の和訳である。この論文の主旨と得られた結

果を一言でまとめる。400字以内が適当である。また、

箇条書きをすると読みやすい。忙しい読者は、この要

約だけに目を通すことも多い。

3．5　謝辞

研究をサポートしてくれた者への謝辞である。技術

的サポート、資金的サポート　精神的サポートなどで

ある。

公的資金を使用したときは、その旨、場合によって

は採択番号などの表記を行なうが、資金提供先の指示

に従う。

3．6　文献

これも重要な記述である。序に記述した過去の研究

に関するもの、考察で記述した周辺研究に関するもの

は必ず記載する。

文献の表記の仕方は、投稿規程に詳しく記されてい

るので、それに従う。

最近は、WEBのページを参照することが多いが、

WEBはパーマネントではないので、本来は引用すべ

きではないが、現在は、WEBのみに公開されている

情報も多く、悩ましいところである。アクセスした日

付を必ず記すことが必要である。

同じことが、読み物的な情報の引用である。本来は、

査読付き論文のみを引用すべきだが、単行本や講演要

旨集でのみ公開されている情報も多いので、悩ましい

が引用可としたい。

3．7　図表

結果は、できるだけ図表化する。多忙な読者は図表

だけで内容を理解しようとするので、わかりやすい図

表を作成する。ただし、同じ内容を図と表にはしない。

片方だけである。

図表番号は、図1・‥、表は表1・‥とし、第

1図、第1表としない。図表のタイトル（標題）は、

図の場合は下に、表の場合は上に記載する。図表は1

つの図表を用紙1枚に記載する。また、図表の挿入位

置を本文の麹生に表記する。陸上塵製、険2挿入とい

う具合である。

図は、エクセルTMかパワーポイントTMで作成する

ことが望ましい。描画ソフトを使用すると、印刷所の

組版ソフトが対応していないことが多い。すると、印

刷体をスキャナーで読み込むことになり、解像度が落

ちるだけでなく、印刷コストの上昇となる。

ご承知のように、日本食育学会誌は、白黒印刷なの

で、カラーで図を作成しても印刷は、白黒となる。図

の中の、パターンも色別で表現できない。白黒で判別

できるようにパターンを設定する必要がある。

4．英文要旨

総説と食育実践事例報告を除いた論文（原著論文、

研究ノート、調査報告）には、英文要旨が必要である。

英文要旨は、英語圏の読者に論文内容を知らせるも

のなので、論文の日的、方法、結果全てを含む。ただ

し、字数に制限があるので、方法と結果をまとめるの

がよい。考察は、不要である。

また、要旨は、段落を付けずに記述する。

英文要旨の英語は、編集委員会ではチェックしない。

英語に精通している人に校閲してもらうか、専門の校

閲企業に校閲を依頼する。日本食育学会では、専門の

会社を推薦している。英文要旨の和訳は、不要である。

5．　キーワード

全ての論文には、キーワードの付与が求められてい

る。キーワードは何のためにあるのだろうか。論文の

検索の用に資するためである。各種のデータベースに

論文を収載するときに、検索用に用いられる。従って

検索しやすい、つまりヒットしやすいキーワードを付

与しなければいけない。よく初心者が間違えるのは、

論文の要約のようなキーワードを付与することがあ

る。キーワードは決して要約ではない。自分が検索す

る立場に立って、キーワードを選択するとよい。

例として、「各種外国産米に含まれる遊離アミノ酸

を蛍光検出高速液体クロマトグラフィー測定し、多変

量解析の数量化3類で解析した」論文があるとする。

初心者は、キーワードを要約ととらえ、「各種外国産

米」、「蛍光検出高速液体クロマトグラフー」、「数量化

3類」を選択しがちである。すると、米について知り

たい、液体クロマトについて知りたい、多変量解析に

ついて知りたい、といった要求に答えられない。答え

るためには、キーワードとして、「米」、「クロマトグ

ラフィー」、「多変量解析」といった上位概念を選択し

ておけばよいことが分かる。

キーワードであり、キーフレーズでないことはいう

までもない。

6．英文での記述

日本食育学会誌の論文は、英語でも記述できる。英

語論文の執筆要領は定まっていない。概ね、次のとお

りとすることが望ましい。

・印刷用紙　　　A4判、片面印刷

・フォント　　　TimesNewRoman12P

・マージン　　　上30mm下30mm　左右30mm

・字数　　　　　80字×25行
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東、

校正には、

く使用する校正記号を図 打二工十一、
3〔アラビア殻、窄）

校正は印刷所の技術者へのメッセー

ジであるので、：判りやすく大きく欄

虻憲詣悪霊警戒「トル伊
期日までに印刷所に返送す

図2　校正の手引き

ある。再校は、印刷所よりpdfファイルで送信するの

で、速やかに確認する。

10．著　作　権

発行された論文の著作権は、多くの学会がそうであ

るように一般社団法人日本食育学会が保有する（投稿

規程19）。論文の転載の希望にスムースに応えるため

である。自分の論文でも、他の印刷物に転載を行う場

合は、学会に許諾を求める必要がある。許諾申請は、

とくに様式は定めていない。転載したい箇所と、転載

先を記した書類を編集委員長あてに提出する（提出

先：学会事務局（東京農大内））。

著作権を委譲する理由のもう一つは、外部データ

ベースへの論文データの掟僕である。現在、日本食育

学会誌は、科学技術振興機構が運営するJ－STAGEに

提供を行っている。総説・原著論文・研究ノート・調

査報告が、最新号では抄録のみが一般公開、1年後に

は、全ての記事がpdfファイルで一般公開されている。

会員は、会員番号とパスワードを入力すれば最新号で

もアクセス可能である。

pdfファイルをダウンロードして印刷するのは、法

律上の著作権の範囲内でのみ許されていることは、い

うまでもない。

11．　おわ　り　に

学会の会員になったら、とくに若い研究者は論文を

投稿しなければ入会した意味がない。とくに学術総会

で口頭発表あるいはポスター発表したら、必ず論文に

まとめるようにしたい。論文にまとまらなくても、前

述した食育実践事例報告として報告を要望したい。な

にか相談したいことがあれば、お近くの編集委員ある

いは編集委員長に問合わせいただきたい。編集委員の

名簿は、学会誌目次欄に掲載されている。多数の論文

が投稿されることを期待している。

文　　　　献

1）ヒトを対象とした実験に関わる倫理規定について

文部科学省・厚生労働省：人を対象とする医学系研

究に関する倫理指針（平成29年2月28日最終改正）、

http：／／www．mhlw．go．jp／stf／seisakunitsuite／bunya／

hokabunya／kenkyujigyou／i－kenkyu／index．htmi（平

成29年10月10日アクセス）

2）利益相反について

厚生労働省：研究に関する指針について、
http：／／www．mhlw．go．jp／stf／seisakunitsuite／bunya／

hokabunya／kenkyujigyou／i－kenkyu／index．html（平

成29年10月10日アクセス）

3）キーワードについて

田島眞：論文に良いキーワードを付けるには、日本

家政学会誌、47巻、393－395頁（1996）

4）校正記号について

日本印刷学会：「編集校正便覧」、（印刷学会出版部）
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